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1．はじめに 

 香川大学は，2021 年 5 月に香川大学の DX の推

進を目的に，DX推進戦略「デジタル ONE戦略」[1]

を策定した．香川大学情報メディアセンターは，

DX推進戦略「デジタル ONE 戦略」の実現に向けて

「DX化推進部門」，「DXラボ」，「DXプロジェク

トチーム」を組織した．「DXラボ」は，情報技術

を学ぶ香川大学の学生を中心に構成され，香川大

学の DX 推進に資する業務システムの内製開発に

取り組む．「DXプロジェクトチーム」は，「DX化

推進部門」，「DX ラボ」と連携して DX を推進す

るプロジェクトチームである． 

香川大学で勤務する職員は，毎月末に出勤時間

等報告書を作成し，それを人事労務部門に提出す

ることが求められている．コロナ感染症拡大の影

響により実施された入講制限措置に伴うリモー

トワークでは，Microsoft Excel で作成された出

退勤時間等報告書を各自で管理し，それに出勤時

間と退勤時間を各自で入力するとともに，月末に

それを人事労務部門にメールで送付する方式の

運用がなされた．出退勤時間等報告書作成につい

て，多くの職員が月末にまとめて作成しており，

人事労務部門からも「正確な出勤時間と退勤時間

を記録する仕組みが必要」との声が寄せられた．

「DXラボ」は，DXプロジェクトチーム「人事労務

DX」と共同で「出退勤記録システム『KadaKinta/

カダキンタ』」（以下，カダキンタ）を内製開発

した．本論文では，カダキンタについて述べると

ともに，実証実験で得られた結果からその効果に

ついて述べる． 

 

2．出退勤記録システム「KadaKinta/カダキン

タ」の内製開発とその効果 

 カダキンタは，EUC（End User Computing）[2]

で注目されている Microsoft 社の提供する

Microsoft Power Platform[3]を導入して開発さ

れた．Microsoft Power Platform は，Microsoft 

Power Apps ， Microsoft Power Automate ，

Microsoft Power BI，Microsoft Power Virtual 

Agents の 4 種類のサービスから構成されてい

る．本研究では，Microsoft Power Automate，

Microsoft Power Virtual Agentsを用いて開発し

た． 

カダキンタは，「出退勤時間記録機能」，「残

業申請機能」，「休暇申請機能」，「退勤誘導機

能」，サブシステムとして「残業申請システム」，

「休暇申請システム」を有する．「出退勤時間記

録機能」は，チャットボットへのメッセージによ

って「出勤」，「退勤」時間を，Microsoft SharePoint

で実装された DB に格納するシステムである．出

勤時間は重複した登録不可，退勤時間は上書き登

録が可能となっている．図 1は，チャットボット

による出勤，退勤時間の記録画面，図 2 は

Microsoft SharePoint で実装された出退勤記録

DBを示している．「残業申請機能」は，チャット

ボットに「残業」メッセージが入力されることで，
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図 1 出退勤時間記録機能 
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「残業申請システム」の URLを通知する．「残業

申請システム」は，Microsoft Forms により残業

申請を受け付け，申請に基づいて勤務時間管理者

の決裁を仰ぎ，その結果を Microsoft SharePoint

で実装された DB に格納するとともに，申請者に

その結果をメールで通知するシステムである．図

3 は，残業申請受付フォームを示している．「休

暇申請機能」は，チャットボットに「休暇」メッ

セージが入力されることで「休暇申請システム」

の URL を通知する．「休暇申請システム」は，

Microsoft Formsにより休暇申請を受け付け，申

請に基づいて勤務時間管理者の決裁を仰ぎ，その

結果を Microsoft SharePointで実装された DBに

格納するとともに，申請者にその結果をメールで

通知するシステムである．また，「休暇申請シス

テム」は，職員の休暇日を共有カレンダーに表示

する「休暇日共有カレンダー通知機能」も有する．

「退勤誘導機能」は，「出退勤時間記録機能」に

よって記録された退勤情報を参照し，現在の退勤

人数を通知することで，職員の退勤を促す機能で

ある． 

 本研究では，2021 年 10 月から香川大学情報メ

ディアセンターに勤務する職員を対象に実証実

験を実施した．実証実験の結果から，出退勤時間

等報告書作成工数の削減に大きく貢献すること

が認められた．また情報メディアセンターに勤務

する職員を対象に実施したインタビュー調査で

も，「正確な出退勤の時間の把握が可能である」

「職場でも在宅でも勤務時間が記録されるので

便利」，「リモートだと誰が休んでいるのかわか

らなかったけどカダキンタなら一目でわかる」，

「在宅でも必要に応じて残業申請ができる」など

開発したシステムの有効性を示すコメントが寄

せされた． 

 

 

3．まとめ 

 本論文では，出退勤記録システム「KadaKinta/

カダキンタ」の内製開発とその効果について述べ

た．カダキンタは，チャットボットにより職員の

出退勤，残業，休暇を記録し，受付るとともに，

現在の勤退状況を通知することで退勤を促すシ

ステムである．実証実験の結果から，カダキンタ

には一定の有効性があることが認められた．現在，

香川大学全体での利用にむけたシステムの改修

に取り組んでいる． 
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図 3 残業申請受付フォーム 

図 2 出退勤記録 DB 
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